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［要 約］ 

本報告は、我が国のロボット産業・技術の振興に向けて、現在の市場や技術動向をまとめ、

課題を調査・分析したものである。 

第 1 章では、本調査研究事業の背景と目的を明確にした。 

第 2 章では、産業用ロボット・サービスロボットの国内外市場・技術動向について調査・

考察した。特に、高度 ICT 基盤技術・ICT 利活用分野、介護・医療・健康分野、社会イン

フラ・災害対応・消防分野、農林水産業・食品産業分野、その他先端素材等の最新の研究開

発について、最新動向を取りまとめた。 

第 3 章では、ロボットシステムインテグレータの現状と、今後の発展と動向について調

査・考察した。 

第 4 章では、ロボット革命イニシアティブ協議会による取り組みについて考察した 

第 5 章では、「2019 国際ロボット展」から、最新のロボット市場・技術トレンドを調査・

考察した。 

第 6 章では、「World Robot Summit 2018」の開催結果と、2020 本大会に向けての課題を

概説した。 

第 7 章では、「第 8 回ロボット大賞」表彰事業の概要（目的・募集対象・実績）、および表

彰式の様子をまとめた。 

第 8 章では、ロボット大賞審査・運営委員会での検討内容を踏まえて、次回「第 9 回ロボ

ット大賞」に向けての見直し案と提言を行った。 
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